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参加予定報道機関 
・デーリー東北 
・陸中魁新聞社 
・ダナスプランニング 



管内報道機関との定例懇談会（９月）懇談項目 

 項目 担当部 ポイント 

１ 

久慈地区合同庁舎への体

表面温度チェッカ―の設

置について 

経営企画部 

 合同庁舎入口に体表面温度チェッカーを設

置し、来庁者へ発熱等のセルフチェックを促

し、新型コロナウイルス感染防止対策を講じて

いますので、お知らせします。 

２ 

新型コロナウイルス感染

症の管内発生状況につい

て 

保健福祉環境

部・久慈保健所 

 久慈管内における新型コロナウイルス感染

症の発生状況及び濃厚接触者等の検査状況を

お知らせします。 

３ 

食の匠による高校生への

郷土料理伝承会の開催に

ついて 

久慈農業改良 

普及センター 

 久慈農業改良普及センターと岩手県立久慈東

高等学校は、若い世代への郷土料理の伝承を目

的に、同校の食物系列第３学年の調理師免許取

得を目指す生徒を対象として、「食の匠による高

校生への郷土料理伝承会」を開催します。 

４ 

久慈地域の農作物の生育

状況について（令和２年

８月 25日現在） 

久慈農業改良 

普及センター 

久慈地域の主要農作物である水稲、ほうれん

そう等について、令和２年８月 25日現在の生育

状況をお知らせします。 

５ 

「本校で未来の匠を目指

しませんか」未来の匠を

目指す入校生の募集につ

いて（県立二戸高等技術

専門校令和３年度入校生

推薦選考募集） 

二 戸 高 等 

技 術 専 門 校 

 二戸高等技術専門校では、自動車システム科

（定員 20名）及び建築科（定員 15名）の令和

３年度入校生の推薦選考を行います。 

６ 

久慈地区における雇用の

維持・就職に向けた在職

者訓練について（９月、

10月実施分） 

二 戸 高 等 

技 術 専 門 校 

久慈地区における雇用の維持・就職に向けた

支援活動として、９月、10月に在職者訓練を実

施します。 

【その他配付資料】 

・ 月間行事予定表（令和２年９月～10月上旬） 



報道機関懇談会資料（2020/９/２） 県北広域振興局 

懇談項目１ 
久慈地区合同庁舎への体表面温度チェッカ―の設置について 

（経営企画部）  

 

久慈地区合同庁舎において、以下のとおり、庁舎入口に体表面温度チェッカーを設

置し、来庁者へ発熱等のセルフチェックを促し、新型コロナウイルス感染防止対策を

講じていますので、お知らせします。 

合同庁舎来庁の方には、御理解と御協力をお願いいたします。 

 

 

１ 設置日時 

令和２年８月 21日（金） 

 

２ 設置場所   

久慈地区合同庁舎１階 県民ホール内（正面玄関付近） 

 

３ 運用方法及び発熱者への対応 

 ・ 体表面温度チェッカーにより、来庁者に発熱の有無をセルフチェックいただく

もの。（測定器から 15センチ程度離れ、３秒静止することで検知） 

・ 発熱者や体調の悪い方は入庁を控えていただくよう、注意書きを体表面温度チ

ェッカー付近に掲示し、自主的な退庁を促すもの。 
 

 

 

 

 

担当：管理主幹兼総務課長 菊池 

電話：0194-53-4981 内線 202 



＜設置状況（正面玄関から）＞ 

 

＜体表面温度チェッカ―＞ 

 

↑ 
体表面温度チェッカー設置箇所 

↑体表面温度チェッカー 



報道機関懇談会資料（2020/9/2） 県北広域振興局 

懇談項目２ 
新型コロナウイルス感染症の管内発生状況について 

（保健福祉環境部・久慈保健所） 

久慈管内における新型コロナウイルス感染症の発生状況及び濃厚接触者等の検

査状況をお知らせします。 

１ １例目（県内６例目）久慈市：８/６  関係者の検査は、全て終了。 

 対象者数 
検  査 

内  訳 
実施件数 結果 

濃厚接触者 6 6 ２名検出 家族５名、友人１名（県外） 

接触者     

計 6 6   

 

２ ２例目（県内７例目）久慈市：８/７  関係者の検査は、全て終了。 

 対象者数 
検  査 

内  訳 
実施件数 結果 

濃厚接触者     

接触者 8 8 不検出 医療機関８名 

計 8 8   

 

３ ３例目（県内８例目）久慈市：８/13  関係者の検査は、全て終了。 

 対象者数 
検  査 

内  訳 
実施件数 結果 

濃厚接触者 1 1 不検出 家族１名 

接触者 1 1 １名検出 バス運転士１名 

計 2 2   

 

４ ４例目（県内９例目）久慈市：８/15 

 対象者数 
検  査 

内  訳 
実施件数 結果 

濃厚接触者 4 4 不検出 家族４名 

接触者 18 15 不検出 
バス乗客７名（うち検査終了４名）、勤務

先従業員７名、親族２名、バス利用２名 

計 22 19   

 

５ ５例目（県内 12例目）久慈市：８/23  関係者の検査は、全て終了。 

 対象者数 
検  査 

内  訳 
実施件数 結果 

濃厚接触者 5 5 不検出 家族５名 

接触者     

計 5 5   

 

 

 

 
担当：企画管理課長 東 
電話：0194-53-4987 内線 244 



 

関係機関各位 

 

 

新型コロナウイルス感染症の検査結果について（第６例目） 

 

医療政策室長による記者会見での発表概要は以下のとおりです。 
 

【患者概要】 

（１）年  代   20代 

（２）性  別   女性 

（３）居 住 地   岩手県久慈保健所管内（久慈市） 

（４）職  業   休業中 

（５）症 状 等   発熱、頭痛 

（６）濃厚接触者等 同居家族５名。友人１名。その他は、岩手県久慈保健所にて調査中。 

（７）そ の 他   ８月６日（木）に、帰国者・接触者相談センターに相談。 

同日、岩手県久慈保健所あてに連絡があり、帰国者・接触者外来

へ受診調整。PCR 検査を実施し陽性が判明。 

同日、感染症指定医療機関へ入院。 

 

【行動歴等】 

（１）発症２日前からの行動歴等 

８月２日（日） 

８月３日（月） 

８月４日（火） 

【発症日】 

８月５日（水） 

８月６日（木） 

関東地方から訪れていた友人を駅まで見送り（自家用車）。 

自宅。 

自宅。発熱。 

 

自宅。発熱。 

帰国者・接触者外来を受診（自家用車利用、マスク着用）、ＰＣＲ検

査実施し、陽性を確認。 

 

（２）発症 14日前からの行動歴等 

７月 28 日(火)～

８月１日(土) 

関東地方から訪れていた友人と同一行動（詳細は調査中）。 

 

 

       

 

 

 

  

問合せ先 保健福祉部医療政策室（担当：三浦 TEL019-629-5472） 

令 和 ２ 年 ８ 月 ７ 日 

保健福祉部医療政策室 



 

関係機関 各位 

 

 

新型コロナウイルス感染症の検査結果について（第７例目） 

 

保健福祉部長による記者会見での発表概要は以下のとおりです。 

 

【患者概要】 

（１）年  代   10歳未満 

（２）性  別   女性 

（３）居 住 地   岩手県久慈保健所管内（久慈市） 

（４）職  業   なし 

（５）症 状 等   咳 

（６）濃厚接触者等 ６例目と同一５名。その他は久慈保健所において調査中。 

（７）そ の 他   ６例目の濃厚接触者として８月７日（金）に、PCR 検査を実施し、

陽性が判明。 

本日、感染症指定医療機関へ入院。 

 

【行動歴等】 

  

 

７月 28日(火)～ 

７月 31日（金） 

８月１日(土) 

８月２日（日）～ 

８月５日（水） 

８月６日（木） 

８月７日（金） 

６例目の患者と同一行動。 

 

親族とともに自宅。 

６例目の患者と同一行動。 

 

親族と共に市内医療機関を受診。 

帰国者・接触者外来を受診（自家用車利用）、PCR検査実施し、陽性を

確認。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    問合せ先 保健福祉部医療政策室（担当：三浦 TEL019-629-5472） 

 

 

令 和 ２ 年 ８ 月 ８ 日 

保健福祉部医療政策室 



 

関係機関 各位 

 

 

新型コロナウイルス感染症の検査結果について（第８例目） 

 

医療政策室長による記者会見での発表概要は以下のとおりです。 

 

【患者概要】 

（１）年  代   50代 

（２）性  別   女性 

（３）居 住 地   岩手県久慈保健所管内（久慈市） 

（４）職  業   会社員 

（５）症 状 等   発熱、鼻づまり、咽頭痛、味覚・嗅覚異常等 

（６）濃厚接触者等 同居家族１名。その他は、現在岩手県久慈保健所にて調査中。 

（７）そ の 他   ８月 13 日（木）に、岩手県久慈保健所に相談があり、帰国者・接

触者外来へ受診調整。抗原検査を実施し陽性が判明。 

同日、感染症指定医療機関へ入院。 

 

【行動歴等】 

 （１）発症２日前からの行動歴等 

８月９日（日）  

８月 10日（月） 

８月 11日（火） 

【発症日】 

８月 12日（水） 

 

 

８月 13日（木） 

関西地方で仕事（常時マスク着用） 

 〃 

〃     味覚・嗅覚異常、鼻づまりあり 

 

仕事で訪問していた関西地方から帰県（新幹線及びバスを利用）（マ

スク着用）。 

帰宅後、発熱、咽頭痛あり。 

帰国者・接触者外来を受診（自家用車利用、マスク着用）、抗原検査

実施し、陽性を確認。 

 

（２）発症 14日前からの行動歴等 

８月４日(水)～

８月 11日(火) 

仕事のため関西地方を訪問（詳細は調査中）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

    問合せ先 保健福祉部医療政策室（担当：三浦 TEL019-629-5472） 

令 和 ２ 年 ８ 月 1 4 日 

保健福祉部医療政策室 



 

 



 

関係機関 各位 

 

 

新型コロナウイルス感染症の検査結果について（第12例目） 

 

医療政策室長による記者会見における発表内容は以下のとおりです。 

 

【患者概要】 

（１）年  代   50代 

（２）性  別   女性 

（３）居 住 地   岩手県久慈保健所管内（久慈市） 

（４）職  業   会社員 

（５）症 状 等   発熱、軽度倦怠感、悪寒、喉の違和感 

（６）濃厚接触者等 家族５名。その他は岩手県久慈保健所で調査中 

（７）そ の 他 

・県内第６例目及び第７例目（いずれも家族）の濃厚接触者。 

・８月 23日（日）に、健康観察にて発熱及び倦怠感の訴えあり。 

・同日、帰国者・接触者外来へ受診調整。 

・同日、抗原検査を実施し、ウイルスを検出。 

・同日、感染症指定医療機関へ入院。 

 

【行動歴等】 

（１）発症２日前からの行動歴等 

８月 19日（水） 

８月 20日（木） 

８月 21日（金） 

８月 22日（土） 

８月 23日（日） 

自宅。 

自宅。 

自宅。喉の違和感。【発症日】 

悪寒。 

自宅。発熱、軽度倦怠感。 

帰国者・接触者外来を受診（自家用車利用、マスク着用）、抗原検査

実施し、ウイルスを検出。 

 

（２）発症14日前からの行動歴等 

８月７日（金） 

８月 14日（金） 

８月 16日（日） 

県内６例目の濃厚接触者として PCR検査（不検出）。 

県内７例目の退院時の迎え（駐車場）。 

県内６例目の退院時の迎え（駐車場）。 

 

 

 

 

 

 

    問合せ先 保健福祉部医療政策室（担当：三浦 TEL019-629-5472） 

 

令 和 ２ 年 ８ 月 2 4 日 

保健福祉部医療政策室 



岩手県にお住いの皆さまへ 
 

～家庭内でご注意いただきたいこと～ 

１ 基本的な感染対策 
 ●こまめな手洗い・消毒を行いましょう 
  洗っていない手で目や鼻、口などを触らないように気をつける。 
  

 ●定期的に換気を行いましょう 
  リビングなどの共有スペースの窓を定期的に換気するよう心掛ける。 
 

 ●咳エチケットを行いましょう 
   ひじなどで口を覆い、手を使わないように気をつける。 

 

２ 日常生活を営む上での注意事項 
 ●毎朝の体温測定、健康チェックを行いましょう 
 

 ●家庭内に、高齢者や持病のある方がいる際には、体調管理を 
 より厳重に行いましょう 
 

 ●食事の際は、大皿は避けて、料理は個々に分けましょう 
 

 ●買い物の際は、１人または少人数で空いた時間にしましょう 
 

 ●公共交通機関を利用する際は、混んでいる時間帯は避けましょう 
  

（３）日常生活の各場面別の生活様式 
＜買い物＞            ＜公共交通機関の利用＞ 
・１人または少人数で空いた時間に ・混んでいる時間帯は避けて 
・商品等への接触は控えめに    ・徒歩や自転車の積極的な利用 
  

＜娯楽・スポーツ等＞       ＜食事＞ 
・公園は空いた時間の利用を    ・出前やデリバリーの利用を 
・ジョギングは少人数で      ・大皿は避けて、料理は個々に 

   

  24時間電話対応している帰国者・接触者相談センター又は 
 医療機関への相談をお願いします。 
 

  ●帰国者・接触者相談センター（24時間 全日（土日・祝日を含む）） 
     

   019-651-3175（FAX：019-626-0837） 

発熱等体調の悪い場合には  



報道機関懇談会資料（2020/９/２）  県北広域振興局 

懇談項目３ 
食の匠による高校生への郷土料理伝承会の開催について 

（久慈農業改良普及センター） 

久慈農業改良普及センターと岩手県立久慈東高等学校は、若い世代への郷土料理の伝承

を目的に、同校の食物系列第３学年の調理師免許取得を目指す生徒を対象として、「食の匠

※による高校生への郷土料理伝承会」を開催します。 

この伝承会は、平成 23年度から開催しており、令和２年度は“あんぴん”をテーマとし

て開催するものです。 

 

１ 日 時  令和２年９月 11日（金） 11:00～13:00 

２ 場 所  久慈東高等学校家庭科実習室 

３ 対象者  久慈東高等学校食物系列第３学年 生徒 13名（調理師免許取得を目指す生徒） 

４ 内 容  郷土料理「あんぴん」の調理 

５ 講 師  岩手県「食の匠」 新山幸子氏（野田村：平成 20年度認定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

※【食の匠】 

  県では、永年受け継がれてきた地域の食文化や郷土料理に関する知識・技術の情報発

信と次代への伝承ができる者を「食の匠」として認定しています。 

令和２年８月現在、久慈地方には食の匠が 26 人・組（個人 21 人・団体５組）おり、

地域の食文化発信活動を行っています。 

             

 
担当：久慈農業改良普及センター 池野圭祐 

電話：0194-53-4989  内線 256 

野田村では、大福のことを「あんぴん」といいます。ぴ

んとはもちのことです。もち米をつき、もちによもぎを混

ぜ入れあんをくるめば「くさあんぴん」、ごまを混ぜ入れあ

んをくるめば「ごまあんぴん」といいます。 

昔は、田植え時や「さなぶり」のおやつとして、また、

お祝い時に配る等、特別な時につくるごちそうでした。 

【昨年の伝承会の様子】 

  手打ちそばづくり 



報道機関懇談会資料（2020/９/２）  県北広域振興局 

懇談項目４ 

久慈地域の農作物の生育状況について（令和２年８月 25日現在） 

（久慈農業改良普及センター） 

○ 水稲の生育は、概ね順調です。出穂期は平年並みでした。 

○ ほうれんそうの生育は、高温の影響により停滞している圃場が見られます。出荷量

は平年よりかなり少ない状況です。 

〔作物別の生育概況一覧〕 

作物名 生 育 概 況 備 考 

水 稲 

●主食用米 

・８月上旬の気温は平年を上回り、出穂期は概ね平年並

み。 

・いもち病は、一部で発生が確認されているが、平年並

み。斑点米カメムシの発生は、平年よりも少ない。 

 

出穂期(平年差) 

地域全体 

８/７(±０日) 

野 菜 

●ほうれんそう（雨除け栽培） 

・高温により生育の停滞がみられる。病害虫は、シロオ

ビノメイガや萎凋病の被害が全体的に散見されるが、例

年と同程度である。 

・ＪＡにおける８月の平均出荷量は日量 440ケース程度

であり、平年（日量 670ケース程度）よりかなり少ない。 

 

ＡＭ規格販売単価 

(平年差) 

約 139円/袋 

（＋４円/袋） 

花 き 

●りんどう 

・早生品種の販売量、価格は、ほぼ平年並みで終了した。

晩生品種の草丈は、圃場により異なるが、約 140cmであ

り、前年よりも短い（８月 17日時点）。 

・葉枯病、リンドウホソハマキ、オオタバコガが散見さ

れる。 

 

果 樹 

●りんご 

・ふじ（洋野町）の果実肥大は、平年並みである（８月

21日現在）。 

ふじの横径(平年比) 

70.1mm（100％） 

●やまぶどう 

・山下系（洋野町）は未着色だが、早生系統では着色

が始まっている（８月 25日現在）。 

・７月の降雨等の影響により、べと病の被害が散見さ

れる。 

山下系の糖度（平年

差） 

 4.3％（▲1.3％） 

飼料作物 

●牧草 

・２番草の本格的な収穫作業は８月上旬から開始され、

８月 20日頃までにほぼ終了した。 

・オーチャードグラスの収穫量は並み～やや多く、チモ

シーの収穫量は例年並み。各草種とも例年より収穫時期

が２週間程度遅いため、品質は例年よりも低下している

見込み。 

 

 

 

 

 

 

(次ページあります) 



●デントコーン 

・５月中旬播種の中生種は、生育の進みは平年並みで

ある。８月まで降水量が多く、その後も日照時間が短

く経過したため、湿害や病害が散見される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年気象経過図（アメダス観測地点：久慈；８月第５半旬まで） 

【これまでの気象概況：４月第１半旬～８月第５半旬】 

 ４月の気温は平年を下回りましたが、５月以降は概ね平年を上回って推移しました。

５月第４半旬と７月第２半旬及び７月第６半旬に低温となりましたが、８月は平年を上

回って推移しました。 

 ４月の降水量は平年を上回りましたが、５月、６月は概ね平年を下回って推移しまし

た。東北北部の梅雨入りは６月 14日と平年並みであり、７月は梅雨前線が活発化し、平

年を大きく上回りました。７月第６半旬と８月第２半旬の降水量が多く、東北北部の梅

雨明けは特定されませんでした。 

 日照時間は、４月第６半旬以降、概ね平年を上回って推移していましたが、６月第５

半旬以降は平年を大きく下回りました。８月第３及び第４半旬は平年を上回りました。 

 ８月のヤマセ吹走日数は、久慈０日（平年 3.7 日）、種市１日（平年 4.3 日）でした。 
 

 担当：産地育成課長 中西 商量 

電話：0194-53-4989  内線 255 



 

報道機関への情報提供（2020/9/2） 県北広域振興局 

懇談項目５ 

「本校で未来の匠を目指しませんか」未来の匠を目指す入校生の募集

について（県立二戸高等技術専門校令和３年度入校生推薦選考募集） 

（二戸高等技術専門校） 

 

 未来の匠を育てる県立二戸高等技術専門校では、自動車システム科（定員 20 名）

及び建築科（定員 15名）の令和３年度入校生の推薦選考を次のとおり行います。 

 自動車整備、建築大工のプロになる力を２年で身に付けることができる県立二戸高

等技術専門校の学生は、令和元年度の就職率も 100％の就職実績であるほか、今年度

は、新型コロナウイルス感染症のため、中止となったものもありますが、例年、若年

者ものづくり競技大会、技能五輪全国大会に出場、入賞する等、抜群の実績を誇って

います。 

 県立二戸高等技術専門校推薦選考の出願期間は、９月 28日（月）から 10月９日（金）

までです。 

 

１ 募集人数 

  定員（自動車システム科 20名、建築科 15名）の 3分の２程度を推薦選考で募集

します。 

２ 応募資格 

  令和３年３月に高等学校を卒業する見込の者で、志望する科に対する理解と強い

目的意識を有し、学業・人物ともに優秀であるとして、学校長が推薦した者。 

３ 選考日程 

 ・出願期間  令和２年９月 28日（月）から令和２年 10月９日（金）まで（当日

消印有効） 

 ・試験日   令和２年 10月 23日（金） 

 ・合格発表  令和２年 10月 30日（金） 

４ 選考試験 

 ・県立二戸高等技術専門校にて、筆記試験（国語、数学）及び面接を行います。 

５ 出願書類 

  入校願書Ａ・受験票、 身上調書、 調査書、 健康診断書、 受験票送付用封

筒、 入校願書Ｂ（施設を問わず第２及び第３志望の科がある場合のみ記入するこ

と。） 

 【注】出願書類の詳細については、令和３年度入校生募集要項を御覧ください。 

 【注】出願書類の用紙は、県立二戸高等技術専門校へ請求してください。 

６ 入校検定料 

  2,200円（入校願書Ａ・受験票に岩手県収入証紙を添付してください。） 

なお、下記のいずれかに該当する者については、岩手県収入証紙を貼付せず、入

校検定料免除申請書（別途様式あり）を添付することで、入校検定料が免除となる

場合があります。 

⑴ 平成 23 年東北地方太平洋沖地震及び津波、平成 28 年台風第 10 号又は令和元

年台風第 19号により甚大な被害を受けた者 

⑵ 新型コロナウイルス感染症及びそのまん延防止のための措置の影響に起因す

る経済的事情により修業が困難で特に必要があると認められる者 



７ 出願方法 

 ・出願書類は、すべて県立二戸高等技術専門校に提出してください。 

 ・郵送の場合は、封筒に「入校願書在中」と朱書きして書留又は簡易書留で送付し

てください。 

 ・持参する場合の受付時間は、平日の午前 9時から午後 5時までです。 

 

● 在校中の経費 

 ・入校料   5,650円（令和２年度入校生） 

 ・授業料  118,800円（年額・令和２年度入校生） 

 ・諸経費  入校のためには、上記の他に教科書、作業服、資格試験、各種工具

類、任意加入保険（訓練災害保険）等の費用が必要となります（自動

車システム科 280,000円、建築科 315,000円（2年（概算））。 

● 学生寮 

 ・定員  40名 

 ・寄宿舎料等   寮費 12,000円（年額・令和２年度） 

          光熱水費 120,000円（年額・令和２年度） 

          食費 196,000円（年額・令和２年度） 

● 公的融資制度 

  経済的な理由により就学が困難な方には、次の公的融資制度があります。 

 ・技能者育成資金［窓口：二戸高等技術専門校］ 

 ・生活福祉資金（福祉資金福祉費）［窓口：最寄りの市町村社会福祉協議会］ 

 ・母子父子寡婦福祉資金（就業資金、技能習得資金）［窓口：最寄りの広域振興局］ 

 ・教育一般貸付（国の教育ローン）[窓口：日本政策金融公庫のホームページ又は

各支店] 

● その他 

 ・鉄道やバスによる通学者の定期旅客運賃生割引が適用されます。  

 ・訓練中や通学途上の事故等には、「災害見舞金制度」適用が受けられる場合があ

ります。 

 ・国民年金保険料の納付が猶予される「学生特例制度」対象となります。（市町村

へ届出が必要となります。） 

 ・経済的理由によって授業料の納付が困難な方は、全部又は半額免除受けられる

場合があります。 

 

 

 

担

当 

県立二戸高等技術専門校 

校長 熱海芳廣、 校長補佐 阿部恵一 

電話： ０１９５－２３－２２２７ 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年度入校生募集要項 
 

岩手県立職業能力開発校 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岩手県立千厩高等技術専門校 
普通課程  自動車システム科 

  

岩手県立宮古高等技術専門校 
普通課程  自動車システム科・金型技術科 

  

岩手県立二戸高等技術専門校 
普通課程  自動車システム科・建築科 
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募集内容 

【入校時期】 

令和３年４月 

 

【募集学科及び入校定員】 

普通課程（高等学校卒業者等のコース） 

校 名 訓練科名 定 員 訓練期間 

千厩高等技術専門校 自動車システム科 ２０名 ２年 

宮古高等技術専門校 
自動車システム科 １５名 ２年 

金型技術科 １０名 １年 

二戸高等技術専門校 
自動車システム科 ２０名 ２年 

建築科 １５名 ２年 

 

【出願期間及び試験日等日程】 

推薦選考 

願書受付 試験日 合格発表 

令和２年 ９月２８日（月）から 
令和２年１０月 ９日（金）まで 

（当日消印有効） 
令和２年１０月２３日（金） 令和２年１０月３０日（金） 

 

一般選考 

願書受付 試験日 合格発表 

令和２年１１月 ９日（月）から 
令和２年１１月２０日（金）まで 

（当日消印有効） 
令和２年１２月 ４日（金） 令和２年１２月１１日（金） 

 

【出願について】 

(１) 推薦選考に合格しなかった者は、あらためて一般選考に出願することができます。推薦選考の第

１から第３志望のいずれかに合格した者は、一般選考に出願することはできません。 

(２) 推薦選考及び一般選考については、第２及び第３志望まで認めています。第２及び第３志望科は

施設を問わず志望できます。 

(３) 下記のいずれかに該当する者については、岩手県収入証紙を貼付せず、入校検定料免除申請書(別

紙様式)を添付することで、入校検定料が免除となる場合があります。 

①平成23年東北地方太平洋沖地震及び津波、平成28年台風第10号又は令和元年台風第19号により甚

大な被害を受けた者 

②新型コロナウイルス感染症及びそのまん延防止のための措置の影響に起因する経済的事情により

修業が困難で特に必要があると認められる者 
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推薦選考 
１ 募集及び募集人員（推薦選考） 

校 名 訓練科名 訓練期間 定 員 募集定員 

千厩高等技術専門校 自動車システム科 ２年 ２０名 

定員の３分の２程度を
推薦選考で募集 

宮古高等技術専門校 
自動車システム科 ２年 １５名 

金型技術科 １年 １０名 

二戸高等技術専門校 
自動車システム科 ２年 ２０名 

建築科 ２年 １５名 

 

２ 応募資格 

令和３年３月に高等学校を卒業する見込の者で、志望する科に対する理解と強い目的意識を有し、学業・人

物ともに優秀であるとして、学校長が推薦した者 

 

３ 出願手続 

(１) 出願書類 

提出書類等 摘 要 

入校願書Ａ・受験票 

(１) 出願前３か月以内に撮影した写真を貼付してください。 
（正面上半身、脱帽、縦４㎝×横３㎝） 

(２) 入校検定料として岩手県収入証紙（2,200円分）を貼付してください。 
※下記のいずれかに該当する者については、岩手県収入証紙を貼付せず、入校検定
料免除申請書(別紙様式)を添付することで、入校検定料が免除となる場合があり
ます。 
①平成23年東北地方太平洋沖地震及び津波、平成28年台風第10号又は令和元年
台風第19号により甚大な被害を受けた者 

②新型コロナウイルス感染症及びそのまん延防止のための措置の影響に起因す
る経済的事情により修業が困難で特に必要があると認められる者 

身上調書 所定の用紙に記入してください。 

調査書 学校長が証明し厳封したもの（開封無効）。 

健康診断書 
所定の用紙を用いてください。 
なお、定期健康診断書等の写しにより、これに代えることができます。 

推薦書 所定の用紙に学校長が証明し厳封したもの（開封無効）。 

入校確約書 所定の用紙に記入してください。 

受験票送付用封筒 
定型封筒（長形３号）に、出願者の住所、氏名、郵便番号を記入し、404円分の切
手（簡易書留料含む）を貼付してください。 

入校願書Ｂ 第２及び第３志望の科がある場合のみ記入してください。 

(２) 出願方法 

ア 出願書類は、すべて第１志望で入校を希望する各職業能力開発校に、高等学校でとりまとめて提出して

ください。 

イ 郵送の場合は、封筒に「入校願書在中」と朱書きして書留又は簡易書留で送付してください。 

ウ 持参する場合の受付時間は、平日の午前９時から午後５時までです。 

(３) 受験票の交付 

受験票は、入校願書を受理した後、出願者に郵送します。 

(４) 出願上の注意事項 

ア 提出された書類及び入校検定料は、いかなる理由があっても返還しません。 

イ 提出書類に虚偽の記載をした場合又は虚偽の書類を提出した場合は、合格後であっても合格を取り消す

ことがあります。 

 

４ 選考試験 

(１) 選考場所 

第１志望で入校を希望する職業能力開発校 

(２) 選考時間 

各職業能力開発校の指定する時間 

(３) 選考方法 

筆記試験（国語、数学）及び面接 
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一般選考 
１ 募集及び募集人員（一般選考） 

校 名 訓練科名 訓練期間 定 員 募集定員 

千厩高等技術専門校 自動車システム科 ２年 ２０名 

定員の３分の１程度を
一般選考で募集 

宮古高等技術専門校 
自動車システム科 ２年 １５名 

金型技術科 １年 １０名 

二戸高等技術専門校 
自動車システム科 ２年 ２０名 

建築科 ２年 １５名 

２ 応募資格 

高等学校を卒業した者（令和３年３月卒業見込の者を含む。）又はこれと同等以上の学力を有すると認められ

る者 

３ 出願書類 

(１) 出願書類 

提出書類等 摘 要 

入校願書Ａ・受験票 

(１) 出願前３か月以内に撮影した写真を貼付してください。 
（正面上半身、脱帽、縦４㎝×横３㎝） 

(２) 入校検定料として岩手県収入証紙（2,200円分）を貼付してください。 
※下記のいずれかに該当する者については、岩手県収入証紙を貼付せず、入校検定
料免除申請書(別紙様式)を添付することで、入校検定料が免除となる場合があり
ます。 
①平成23年東北地方太平洋沖地震及び津波、平成28年台風第10号又は令和元年
台風第19号により甚大な被害を受けた者 

②新型コロナウイルス感染症及びそのまん延防止のための措置の影響に起因す
る経済的事情により修業が困難で特に必要があると認められる者 

身上調書 所定の用紙に記入してください。 

調査書 

最終卒業（見込みを含む。）学校長が証明し厳封したもの（開封無効）。 
なお、指導要録の保存期間満了、統廃合、被災その他の理由によって調査書が提出
できない者にあっては、成績証明書でこれに代えることができます（開封無効、発
行できない場合は卒業証明書）。 
高等学校卒業程度認定試験合格者にあっては、合格証明書と合格成績証明書でこれ
に代えることができます（開封無効）。 

健康診断書 
所定の用紙を用いてください。 
なお、令和３年３月卒業見込の者は、定期健康診断書等の写しにより、これに代え
ることができます。 

受験票送付用封筒 
定型封筒（長形３号）に、出願者の住所、氏名、郵便番号を記入し、404円分の切
手（簡易書留料含む）を貼付してください。 

入校願書Ｂ 第２及び第３志望の科がある場合のみ記入してください。 

(２) 出願方法 

ア 出願書類は、すべて第１志望で入校を希望する各職業能力開発校に提出してください。 

イ 郵送の場合は、封筒に「入校願書在中」と朱書きして書留又は簡易書留で送付してください。 

ウ 持参する場合の受付時間は、平日の午前９時から午後５時までです。 

(３) 受験票の交付 

受験票は、入校願書を受理した後、出願者に郵送します。 

(４) 出願上の注意事項 

ア 提出された書類及び入校検定料は、いかなる理由があっても返還しません。 

イ 提出書類に虚偽の記載をした場合又は虚偽の書類を提出した場合は、合格後であっても合格を取り消す

ことがあります。 

４ 選考試験 

(１) 選考場所 

第１志望で入校を希望する職業能力開発校 

(２) 選考時間 

各職業能力開発校の指定する時間 

(３) 選考方法 

筆記試験（国語、数学）及び面接 

※ 筆記試験は、それぞれ国語総合（古文、漢文を除く）、数学Ⅰまでの範囲から出題します。 
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選考試験受験上の注意事項 
 

１ 受験票、筆記用具を持参してください。 

２ 試験中は、受験票、筆記用具、消しゴム、時計（計算機能や情報端末機能等がないもの）以外の物を机の上

に置くことができません。 

  また、試験中は携帯電話等の電源スイッチを切り、試験が終了するまでカバン等に収納してください。 

３ 試験開始後、30分以上遅刻した者は、受験できません。 

 

 

選考結果 
 

１ 合格発表 

合格の発表は、次のとおり行います。 

ア 推薦選考については、受験者及び学校長あて文書で合否の通知をします。 

イ 一般選考については、受験者あて文書で合否の通知をします。 

※ なお、合否の通知について、第２・第３志望のある受験者が、第１志望不合格の場合は、第２志望の

訓練科の校より、また、第１・第２志望不合格の場合は、第３志望の訓練科のある校より、合否の通知

をします。 

ウ 合格者の受験番号については、推薦・一般選考ともに、合格発表日の午前10時に、各職業能力開発校に掲

示します。また、参考情報として合格発表日の午前10時以降に、岩手県商工労働観光部定住推進・雇用労働

室のホームページに合格者の受験番号を掲載します。 

 

２ 開示請求 

個人情報保護条例（平成13年岩手県条例第７号）に基づき、試験結果について、次のとおり口頭による開示

請求を行うことができます。 

ア 受付先 

受験した職業能力開発校 

イ 受付期間 

合格発表の日から１か月間 

［推薦選考］ 

令和２年10月30日（金）～令和２年11月30日（月） 

［一般選考］ 

令和２年12月11日（金）～令和３年１月12日（火） 

ウ 受付時間 

午前９時から午後５時まで（土曜日、日曜日、祝日及び年末年始（12/29～1/3）を除く） 

エ 請求方法 

受験票を提示して、開示請求をしてください。請求できる方は、受験生本人に限ります。 

オ 開示内容 

筆記試験の科目別得点及び面接評定 
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参考 
 

１ 在校経費 

・入校料 

5,650円（令和２年度入校生） 

・授業料 

118,800円（年額・令和２年度入校生） 

※ 納付方法 

１年を第１期、第２期、第３期の３回に分けて納付します。納付時期は、第１期が４月、第２期は

８月、第３期は12月です。 

・諸経費 

入校時には、上記のほかに教科書、作業服、資格試験、各種工具類、任意加入保険（訓練災害保険）等の

費用が必要となります。 

 

２ 学生寮 

自宅からの通学が困難な学生のために、学生寮があります。 

施設名 千厩高等技術専門校 宮古高等技術専門校 二戸高等技術専門校 

定 員 23人 18人 40人 

寄宿舎料 
（月額） 

700円 

居室１室あたりの定員が 
 
２人の場合  700円 
１人の場合  1,400円 

1,000円 

食費・光熱費等 
（月額） 

約30,000 円 
※食費・光熱費は食事の回数や電気使用料等によって変わる場合があります。 

 

３ 公的融資制度 

経済的な理由により就学が困難な方には、次の公的融資制度があります。 

・技能者育成資金［窓口：在校する職業能力開発校］ 

・生活福祉資金（福祉資金 福祉費）［窓口：最寄の市町村社会福祉協議会］ 

・母子父子寡婦福祉資金（修業資金、技能習得資金）［窓口：最寄の広域振興局］ 

・教育一般貸付（国の教育ローン）［窓口：日本政策金融公庫のホームページ又は各支店］ 

 

４ その他 

・鉄道やバスによる通学者の通学定期や旅客運賃に学生割引が適用されます。 

・訓練中や通学途上の事故等には、「災害見舞金制度」の適用が受けられる場合があります。 

・国民年金保険料の納付が猶予される「学生納付特例制度」の対象となります。（市町村への届出が必要となり

ます。） 

・経済的理由によって授業料の納付が困難な方は、授業料の全部又は半額の免除が受けられる場合があります。 

・公共職業安定所長の受講指示により入校する方は、訓練期間中に雇用保険又は訓練受講手当等が支給されま

す。受講指示については、応募の前に最寄の公共職業安定所に求職申込みのうえご相談ください。 
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高等技術専門校等一覧 
 

●高等技術専門校 

○千厩高等技術専門校 

〒０２９－０８０３ 岩手県一関市千厩町千厩字神ノ田６０－１ 

ＴＥＬ ０１９１－５２－２１２５   ＦＡＸ ０１９１－５３－２５９８ 

 

○宮古高等技術専門校 

〒０２７－００３７ 岩手県宮古市松山第８地割２９－３ 

ＴＥＬ ０１９３－６２－５６０６   ＦＡＸ ０１９３－６４－６５９６ 

 

○二戸高等技術専門校 

〒０２８－６１０３ 岩手県二戸市石切所字上野々９２－１ 

ＴＥＬ ０１９５－２３－２２２７   ＦＡＸ ０１９５－２３－９０８１ 

 

●公共職業安定所（ハローワーク） 

○ハローワーク盛岡 

〒０２０－０８８５ 盛岡市紺屋町７－２６         ＴＥＬ ０１９－６５１－８８１１ 

○ハローワーク沼宮内 

〒０２８－４３０１ 岩手郡岩手町大字沼宮内７－１１－３  ＴＥＬ ０１９５－６２－２１３９ 

○ハローワーク釜石 

〒０２６－００４３ 釜石市新町６－５５          ＴＥＬ ０１９３－２３－８６０９ 

○ハローワーク遠野 

〒０２８－０５２４ 遠野市新町２－７           ＴＥＬ ０１９８－６２－２８４２ 

○ハローワーク宮古 

〒０２７－００３８ 宮古市小山田１－１－１        ＴＥＬ ０１９３－６３－８６０９ 

○ハローワーク花巻 

〒０２５－００７６ 花巻市城内９－２７          ＴＥＬ ０１９８－２３－５１１８ 

○ハローワーク一関 

〒０２１－００２６ 一関市山目字前田１３－３       ＴＥＬ ０１９１－２３－４１３５ 

○ハローワーク水沢 

〒０２３－８５０２ 奥州市水沢東中通り１－５－３５    ＴＥＬ ０１９７－２４－８６０９ 

○ハローワーク北上 

〒０２４－００９１ 北上市大曲町５－１７         ＴＥＬ ０１９７－６３－３３１４ 

○ハローワーク大船渡 

〒０２２－０００２ 大船渡市大船渡町字赤沢１７－３    ＴＥＬ ０１９２－２７－４１６５ 

○ハローワーク二戸 

〒０２８－６１０３ 二戸市石切所字荷渡６－１       ＴＥＬ ０１９５－２３－３３４１ 

○ハローワーク久慈 

〒０２８－００５１ 久慈市川崎町２－１５         ＴＥＬ ０１９４－５３－３３７４ 

 

 

●岩手県商工労働観光部 定住推進・雇用労働室 

〒０２０－８５７０ 盛岡市内丸１０－１ 

ＴＥＬ ０１９－６２９－５５８３ 

ＦＡＸ ０１９－６２９－５５８９ 

詳しくは、定住推進・雇用労働室ホームページを 

御覧ください 

 

 

ＵＲＬ https://www.pref.iwate.jp/ 

岩手県 職業能力開発施設 検索 



●　入校から修了までの経費概算（自動車システム科） （令和２年度）

千　　厩 宮　　古 二　　戸

　１　年　次

入校検定料

入　 校　 料

授　 業　 料

諸　 経　 費 年額１４１，００９円 年額１３１，０００円 年額１６３，５００円

（計） 年額２６７，６５９円 年額２５７，６５０円 年額２９０，１５０円

　２　年　次

授　 業　 料

諸　 経　 費 年額 ６８，９８３円 年額　８１，０００円 年額１１６，２００円

（計） 年額１８７，７８３円 年額１９９，８００円 年額２３５，０００円

●　寄宿舎入寮経費概算（年額、原則毎月納入） （令和２年度）

千　　厩 宮　　古 二　　戸

啓技寮 向技寮 青雲寮

男子　２３名 男子　１８名 男子　４０名

２人部屋 1名～２名部屋 ４人部屋

年額１８９，２００円程度 年額２０２，５３０円程度 年額１９６，０００円程度

④

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　２，２００円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ５，６５０円

年額１１８，８００円

年額１１８，８００円

区　　分

寄宿舎名

定　　　員

居　　　室

区　　分

（計） 年額３０５，６００円程度

　２人利用
　年額３５４，９３０円程度
　１人利用
　年額３６３，３３０円程度

年額３２７，０００円程度

寄宿舎料
年額８，４００円
（月額７００円）

２人利用年額　８，４００円
（月額　　７００円）

１人利用年額１６，８００円
（月額１，４００円）

年額　１２，０００円
（月額１，０００円）

食　　　費

維持費（消耗品費、光熱水
費、インターネット接続料等）

　年額１０８，０００円 　年額１４４，０００円 　年額１２０，０００円

二戸高等技術専門校 
Tel:0195-23-2227 

宮古高等技術専門

校Tel:0193-62-5606 

千厩高等技術専門

校 



●　自動車システム科選考試験の状況（令和２年度入校生） （単位：人）

応募者数 合格者数 応募者数 合格者数 応募者数 合格者数

千　　厩 10 7 7 7 3 14 10

宮　　古 9 8 8 1 1 9 9

二　　戸 20 17 13 8 7 25 20

合　計 39 32 28 16 11 48 39

●　自動車システム科在校生数 （単位：人）

うち女子 うち女子

千　　厩 20 10 2 15 0

宮　　古 15 9 0 9 1

二　　戸 20 20 1 15 0

合　計 55 39 3 39 1

（単位：％）

普通科 総合学科 工業科 農業科 その他

千　　厩 50.0 0.0 50.0 0.0 0.0 100.0

宮　　古 33.3 0.0 44.4 11.1 11.1 100.0

二　　戸 45.0 45.0 10.0 0.0 0.0 100.0

合　計 43.6 23.1 28.2 2.6 2.6 100.0

●　令和２年度自動車システム科入校生の出身地域 （単位：％）

千　　厩 20.0 80.0 0.0 0.0 0.0 100.0

宮　　古 0.0 11.1 88.9 0.0 0.0 100.0

二　　戸 50.0 0.0 0.0 40.0 10.0 100.0

合　計 30.8 23.1 20.5 20.5 5.1 100.0

●　自動車システム科入校生の出身高校（過去３年）

【県央】　　不来方、　杜陵、　盛岡工業、　盛岡工業（定時制）、　沼宮内、　葛巻、　平舘、　盛岡市立、

　　　　　岩手、　江南義塾盛岡、　盛岡誠桜、　盛岡スコーレ、　盛岡中央、　盛岡中央（単位制）

【県南】　　花北青雲、　北上翔南、　黒沢尻工業、　西和賀、　水沢農業、　水沢工業、　前沢、　岩谷堂、　　

　　　　　一関工業、　花泉、　千厩、　大東、　花巻東、　専修大学北上、　一関修紅

【沿岸】　　釜石（定時制）、　大槌、　遠野、　宮古、　宮古北、　宮古工業、　宮古商業、　宮古水産、　山田、　

　　　　　岩泉、　宮古恵風

【県北】　　久慈、　久慈（長内校）、　久慈東、　久慈工業、　大野、　福岡、　福岡工業、　一戸、　軽米　

【県外】　　迫桜、　鹿島学園、　三戸、　仙台育英ＩＬＣ青森

④

区　分
１年

(R2入校)
定員

合計

県外 合計区　分 県央 県南 沿岸 県北

区　分
出身学科

●　令和２年度自動車システム科入校生の出身高校の学科

自動車システム科　ファクトシート

２年
(R1入校)

区　分
R2年度
入校生

推薦 一般 合計



●　令和元年度自動車システム科修了生の就職状況 （単位：人、％）

割合 割合 割合

千　　厩 14 9 64.3 4 28.6 1 7.1

宮　　古 14 14 100.0 0 0.0 0 0.0

二　　戸 13 8 61.5 5 38.5 0 0.0

合　計 41 31 75.6 9 22.0 1 2.4

●　修了生の就職先企業

【本社が県内】　　岩手スバル自動車㈱、　岩手ダイハツ販売㈱、　岩手トヨタ自動車㈱、　岩手トヨペット㈱、

　　　岩手日野自動車㈱、　岩手三菱自動車販売㈱、　岩手三菱ふそう自動車販売㈱、　スズキ自販岩手㈱、

　　　東海自動車工業㈱、　㈱東和本社、　トヨタカローラ岩手㈱　、トヨタカローラ南岩手㈱、

　　　日産プリンス岩手販売㈱、　ネッツトヨタ岩手㈱、　ネッツトヨタ盛岡㈱、　　㈱細川商会、　㈲山田自工、

　　　輸出Ｂ・Sサービス、　ＵＤトラックス岩手㈱

【本社が県外、事業所が県内】　　いすゞ自動車東北㈱、　㈱カナモト、　コマツカスタマーサポート㈱、

　　　日本キャタピラー合同会社、　㈱ヤナセ　

【本社、事業所が県外】　 阿部勝自動車工業㈱

●　平成30年度自動車システム科修了生の就職状況 （単位：人、％）

割合 割合 割合

千　　厩 18 14 77.8 3 16.7 1 5.6

宮　　古 11 11 100.0 0 0.0 0 0.0

二　　戸 18 18 100.0 0 0.0 0 0.0

合　計 47 43 91.5 3 6.4 1 2.1

●　平成30年度自動車システム科修了生の就職先企業

【本社が県内】　　岩手スバル自動車㈱、　岩手ダイハツ販売㈱、　岩手トヨタ自動車㈱、　岩手トヨペット㈱、　

　　　岩手日産自動車㈱、　岩手日野自動車㈱、　岩手三菱自動車販売㈱、　岩手三菱ふそう自動車販売㈱、

　　　㈱小野寺商会、　㈱スズキ自販岩手、　㈱東和本社、　トヨタカローラ岩手㈱、　トヨタカローラ南岩手㈱、

　　　日新スズキ販売㈱、　ネッツトヨタ盛岡㈱、　ホンダカーズ岩手南㈱、　㈱ホンダベルノ南岩手、　

　　　㈱ホンダ四輪販売北・東北、　南ホンダ自動車㈱、　盛岡日産モーター㈱、　ＵＤトラックス岩手㈱

【本社が県外、事業所が県内】　　いすゞ自動車東北㈱

【本社、事業所が県外】　 阿部勝自動車工業㈱

●　自動車システム科修了生の資格取得状況

【自動車整備技能登録試験「学科試験」（二級）】 （単位：人、％）

受験者数 合格者数 合格率 全国 受験者数 合格者数 合格率 全国

【沿岸】　　釜石（定時制）、　大槌、　遠野、　宮古、　宮古北、　宮古工業、　宮古商業、　宮古水産、　山田、　 ガソリン 41 40 97.6 84.1 47 47 100.0 87.3

ジーゼル 41 37 90.2 90.0 47 47 100.0 93.4

シャシ 41 40 97.6 93.0 47 45 95.7 84.7

　＊　修了生は、実技試験が免除されているので、この試験の合格で二級自動車整備士の資格が取得できます。 

【その他の資格】　　

　　　危険物取扱者（乙種４類）、　有機溶剤作業主任者技能講習、　ガス溶接技能講習、　アーク溶接特別教育、　

　　低圧電気取扱特別教育、　自由研削といし取替え等の業務に係る特別教育、　振動工具（チェーンソー以外）

　　の取扱い従事者教育、　タイヤ空気充てん業務特別教育、　粉じん作業特別教育 ②

令和元年度 平成３０年度

H30年度
修了生

本社が県内
本社が県外

事業所が県内
本社、事業所が

県外

区　分

区　分

区　　分
本社が県内

本社、事業所が
県外R1年度

修了生

本社が県外
事業所が県内



自動車システム科入校生の技能競技大会での活躍（全国）

●　若年者ものづくり競技大会　自動車整備職種

　　　高等技術専門校、工業高校等において技能を習得中の20歳以下の若者が技能レベルを競う大会

第１４回大会（令和元年８月、福岡県）

銀　賞 佐藤　龍弥 （千厩校２年） （一関工業高校卒業）

銀　賞 山岸　悟 （千厩校２年） （花北青雲高校卒業）

敢闘賞 後藤　弥那 （二戸校２年） （福岡高校卒業）

敢闘賞 川﨑　隆星 （二戸校２年） （大野高校卒業）

敢闘賞 吉田　奎真 （宮古校２年） （不来方高校卒業）

千葉　遼 （宮古校２年） （江南義塾盛岡高校卒業）

第１３回大会（平成３０年８月、石川県）

銀　賞 金谷　拓真 （千厩校２年） （花北青雲高校卒業）

銅　賞 菊地　優斗 （千厩校２年） （専修大学北上高校卒業）

敢闘賞 佐々木　幹太 （二戸校２年） （久慈東高校卒業）

竹田　喜暁 （二戸校２年） （盛岡市立高校卒業）

前川　渓一朗 （宮古校２年） (高等学校卒業程度認定試験)

第１２回大会（平成２９年８月、愛知県）

銀　賞 千葉　寛也 （千厩校２年） （千厩高校卒業）

銀　賞 三浦　聖也 （二戸校２年） （盛岡市立高校卒業）

銅　賞 千葉　拓槻 （千厩校２年） （一関学院高校卒業）

銅　賞 銅銭　勝規 （二戸校２年） （盛岡工業高校卒業）

中村　紘一郎 （宮古校２年） （宮古工業高校卒業）

大橋　開斗 （宮古校２年） （遠野高校卒業）

第１1回大会（平成２８年８月、栃木県）

敢闘賞 佐々木　晴哉 （二戸校２年） （盛岡農業高校卒業）

第１０回大会（平成２７年８月、山形県）

　 銀　賞 菅原　剛 （千厩校２年） （花泉高校卒業）

●　技能五輪全国大会　自動車工職種

　　　技能検定２級相当以上の技能を有する23歳以下の青年技能者を対象に、その技能レベルの

　　日本一を競う大会

第５７回大会（令和元年１１月、愛知県）

佐藤　龍弥 （千厩校２年） （一関工業高校卒業）

第５５回大会（平成２９年１１月、栃木県）

千葉　寛也 （千厩校２年） （千厩高校卒業）

三浦　聖也 （二戸校２年） （盛岡市立高校卒業）

　　　危険物取扱者（乙種４類）、　有機溶剤作業主任者技能講習、　ガス溶接技能講習、　アーク溶接特別教育、　

第５３回大会（平成２７年１２月、千葉県）

② 菅原　剛 （千厩校２年） （花泉高校卒業）



●　入校から修了までの経費概算（建築科）（令和２年度）

二　　戸

　１　年　次

入校検定料 ２，２００円

入　 校　 料 ５，６５０円

授　 業　 料 年額１１８，８００円

諸　 経　 費 年額１３５，０００円

（計） 年額２６１，６５０円

　２　年　次

授　 業　 料 年額１１８，８００円

諸　 経　 費 年額１８０，０００円

（計） 年額２９８，８００円

●　寄宿舎入寮経費概算（年額、原則毎月納入）（令和２年度）

二　　戸

青雲寮

男子　４０名

４人部屋

年額１９６，０００円程度

年額３２８，０００円程度

④

（計）

区　　分

寄宿舎名

定　　　員

居　　　室

区　　分

食　　　費

維持費（消耗品費、光熱水費、
インターネット接続料等）

　年額１２０，０００円

寄宿舎料
年額　１２，０００円
（月額１，０００円）

二戸高等技術専門校 
Tel:0195-23-2227 

 
自動車システム科・建築科 

宮古高等技術専門校 
Tel:0193-62-5606 

 
自動車システム科・金型技術科 

千厩高等技術専門

校 
Tel:0191-52-2125 

 



●　建築科選考試験の状況 （単位：人）

応募者数 合格者数 応募者数 合格者数 応募者数 合格者数

令和２年度 8 7 7 1 1 8 8

令和元年度 9 6 6 4 4 10 10

●　建築科在校生数 （単位：人）

うち女子 うち女子

15 8 1 9 1

（単位：％）

普通科 総合学科 工業科 農業科 その他

令和２年度 37.5 12.5 37.5 12.5 0.0 100.0

令和元年度 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

●　建築科入校生の出身地域 （単位：％）

令和２年度 37.5 12.5 0.0 37.5 12.5 100.0

令和元年度 33.3 22.2 0.0 44.5 0.0 100.0

●　建築科入校生の出身高校（過去３年）

【県央】　　盛岡南、　盛岡農業、　盛岡工業、　紫波総合、　盛岡市立、　岩手、　岩手女子、　盛岡中央

【県南】　　西和賀、　水沢工業、　一関工業、　一関学院

【沿岸】　　釜石商工、　大槌、　岩泉

【県北】　　久慈、　久慈東、　種市、　大野、　福岡、　福岡工業、　軽米

【県外】　　三戸

①

定員

●　建築科入校生の出身高校の学科

区　分
出身学科

１年(令和２年度入校) ２年(令和元年度入校)

県央 県南 沿岸 県北

建　築　科　ファクトシート

区　分 入校生数
推薦 一般 合計

合計

県外 合計区　分



●　建築科修了生の就職状況 （単位：人、％）

割合 割合 割合

令和元年度 10 4 40.0 3 30.0 3 30.0

平成30年度 14 7 50.0 3 21.4 4 28.6

●　修了生の就職先企業（過去２年）

【本社が県内】　　　　　　　㈲上神田住建、　後反建築、　㈱小村建築工房、　佐々展建築、　㈱鈴正、

　　　㈲トミオ工務店、　㈲東山建設、　㈱松本、　㈲杢創舎、　㈱リベスト

【本社が県外、事業所が県内】　　㈱大山建工、　㈱北洲

【本社、事業所が県外】　　小幡建設工業㈱、　㈲大弘製作所、　㈱大黒屋、　㈲大坊建設、　㈱田名部組、　

　　　㈲日沢建設、　㈱ラックランド

●　修了生の資格取得状況

【技能五輪岩手県大会（五輪・建築大工）】（単位：人、％）

区　分 参加者数 交付率

令和元年度 10 80.0

平成30年度 14 71.4

　＊　この大会で一定基準以上の成績を収めると、技能証が交付され、技能検定実技試験が免除されます。

　 　　また、在校中に技能照査に合格した場合には技能士補資格が得られ、学科試験が免除されます。 

【取得を目指す資格】　　

【修了後に取得可能な資格】　　

②

木造建築物組立等作業主
任者

　軒の高さが5m以上の木造建築物の構造部分の組立て、屋根下地や外壁下地の取り付
けなどにおいて、安全面などの監督・指導にあたる責任者に必要な資格（実務経験2年で
受験が可能。）。

木材加工用機械作業主任
者

　木材加工業で丸のこ盤、かんな盤、帯のこなど、特定の機械を5台以上備えている事業所
で、作業の直接指揮、安全装置の点検および非常時の措置、工具等の使用状況の監視な
どを行うために必要な資格（実務経験2年で受験が可能。）。

２級建築施工管理技士（学
科）

二級建築士受験資格
　比較的小規模な建築物についてのみ、設計・工事監理を行うことができる国家資格（登録
する際に実務経験2年が必要。）。

　請負金額4,000万円以下の中小規模の建設工事の現場において、現場の工程管理や品
質管理、安全管理を行う技術者の資格。

職業訓練指導員試験受験
資格

　技術専門校などの公共の職業能力開発施設や民間の認定職業訓練施設で職業訓練の
指導にあたるために取得する必要がある免許（実務経験２年で受験が可能。）。

２級建築大工技能士
　木造建築の大工工事に必要な技能を認定する国家資格。在校中に技能照査に合格した
場合には技能士補資格が得られ、学科試験が免除される。また、技能五輪岩手県大会に
おいて一定基準以上の成績を収めると技能証が交付され、実技試験が免除される。

8

10

技能証被交付者数

　クレーンや移動式クレーンなどで荷をつる際に、ワイヤロープなどの荷を吊り上げるため
の用具の準備から、当該用具を用いてフックへ用具を掛ける作業、フックから用具を取り外
す作業までの一連の作業ができる資格。

玉掛け技能講習修了証

　つり上げ荷重１トン以上５トン未満の移動式クレーン運転の業務ができる資格。

　機体質量が3t未満の車両系建設機械のうち、「整地・運搬・積込み用」及び「掘削用」の機
械で、動力を用い、かつ、不特定の場所に自走できるものの運転（道路上を走行させる運
転を除く）の業務ができる資格。

　足場の組み立てや解体などに従事する作業員に必要な資格。

小型移動式クレーン運転
技能講習修了証

小型車両系建設機械運転
特別教育修了証

足場の組立て等特別教育
修了証

区　　分
本社が県内

本社、事業所が
県外修了生数

本社が県外
事業所が県内



建築科入校生・修了生の技能競技大会での活躍（全国）

●　若年者ものづくり競技大会　建築大工職種

　　　高等技術専門校、工業高校等において技能を習得中の20歳以下の若者が技能レベルを競う大会

第１４回大会（令和元年８月、福岡県）

銀　賞 新谷　龍太 （二戸校２年） （久慈高校卒業）

敢闘賞 高橋　涼太 （二戸校２年） （水沢工業高校卒業）

第１３回大会（平成３０年８月、石川県）

敢闘賞 高橋　健太 （二戸校２年） （一関工業高校卒業）

敢闘賞 鈴木　翔大 （二戸校２年） （一関工業高校卒業）

第１２回大会（平成２９年８月、愛知県）

敢闘賞 下斗米　大海 （二戸校２年） （軽米高校卒業）

中村　朱里 （二戸校２年） （大槌高校卒業）

●　技能五輪全国大会　建築大工職種

　　　技能検定２級相当以上の技能を有する23歳以下の青年技能者を対象に、その技能レベルの日本一

　　を競う大会

第５７回大会（令和元年１１月、愛知県）

敢闘賞 野場　剣也 （H28修了） （久慈工業高校卒業）

敢闘賞 佐々木　僚介 （H30修了） （岩泉高校卒業）

菅原　誠也 （H30修了） （一関工業高校卒業）

鈴木　翔大 （H30修了） （一関工業高校卒業）

多田　知弘 （二戸校２年） （一関学院高校卒業）

第５６回大会（平成30年１１月、沖縄県）

敢闘賞 大渡　雅俊 （H28修了） （大野高校卒業）

野場　剣也 （H28修了） （久慈工業高校卒業）

中村　朱里 （H29修了） （大槌高校卒業）

藤原　真紀 （H29修了） （大槌高校卒業）

佐々木　僚介 （二戸校２年） （岩泉高校卒業）

第５５回大会（平成２９年１１月、栃木県）

鈴木　瞭平 （H26修了） （遠野緑峰高校卒業）

安保　　惇 （H28修了） （盛岡工業高校卒業）

大渡　雅俊 （H28修了） （大野高校卒業）

佐々木　悠斗 （H28修了） （大槌高校卒業）

田鎖　海太 （H28修了） （大槌高校卒業）

③



 

報道機関への情報提供（2020/9/2） 県北広域振興局 

懇談項目６ 

久慈地区における雇用の維持・就職に向けた在職者訓練について（９

月、10月実施分） 

（二戸高等技術専門校） 

 

 県立二戸高等技術専門校では、感染防止措置の取組に配慮しながら、久慈地区にお

ける雇用の維持・就職に向けた支援活動として、９月、10月に下記の在職者訓練を実

施しますので、お知らせします。 

 これからも本校では、現在職業に就いている方の職業能力の向上のお手伝いを続け

ていきます。 

 

１ 配慮する感染防止措置の取組み 

(1) 机・椅子・実習器具等の配置 

(2) 教室・実習場の換気の徹底 

(3) 咳エチケット、消毒の実施 

(4) 受講者の体調管理等の徹底 

 

２ 実施する在職者訓練 

(1) 新入社員Ⅱ（フォローアップ） （会場：久慈高等職業訓練校） 

９月 23日、24日  〔申込締切 ９月３日〕 

(2) Excelビジネス活用基礎Ⅱ （会場：久慈高等職業訓練校） 

10月 13日、14日  〔申込締切 ９月 23日〕 

(3) ビジネスマナー・接客 （会場：久慈高等職業訓練校） 

11月５日、６日  〔申込締切 10月 16日〕 

 

３ 申込先 

  二戸高等技術専門校（電話：0195-23-2227） 

 

４ 今後、感染者が確認された場合の対応 

  訓練の休止、延期等 

 

 

 

 

担
当 

校長 熱海 芳廣  校長補佐 阿部 恵一 
電話: 0195-23-2227  Fax: 0195-23-9081 

 



入社半年

対 象 者 新入社員研修Ⅲ(2021年3月4日・5日 ブラッシュアップ)と
セットで受講申込できる入社１年目の方 

※Ⅱ・Ⅲとセットでのお申込みが難しい方はご相談くださ
い。 

日 時 令和２年９月２３日（水）～令和２年９月２４日（木）２日間 
９時～１６時（昼休み１２時～１３時） 

講 師 株式会社ａｉびじねす 代表取締役 中村 夢美子 先生 

実施場所 久慈高等職業訓練校 
（久慈市川崎町１７番５号 TEL：０１９４-５２-３３４３） 

定 員 ２０名 

受 講 料 無料 

※ただし、セミナーで使用するテキスト代・実習用教材等
の実費は自己負担 

締 切 日 令和２年９月３日（木） 

受講申込 受講申込書に必要事項を記入し、二戸高等技術専門校
へ提出してください。 
受講の可否は、受付期間終了後、FAX又は電話でお知ら
せいたします。 

修了者には能力開発促進法に基づき修了証書を交付し
ます。あらかじめご了承ください。 

＼  ２日間開講  ／ 

TEL:0195-23-2227 
FAX:0195-23-9081 

申込・お問い合せ 



FAX 0195-23-9081 

受 講 申 込 書 

令和  年  月  日  

 岩手県立二戸高等技術専門校長 様 

 

研修担当 者 

(e-mailアドレス)               

※申し込むコースに係る事業所での連絡担当者のご氏名（必須） 

 と e-mailアドレス（適宜）を記入してください。 

 下記のコースを受講したいので申し込みます。 

記 

コ ー ス 名 
二戸地区・久慈地区 

№       コース名                   

実 施 日 程 令和  年  月  日～令和  年  月  日（  日間） 

( ふ り が な ) 

氏 名 

 性 

別 
男  女 

 

生 年 月 日 昭和・平成   年   月   日生（満   歳） 

現 住 所 

〒   － 

 

 

Tel.   －  －    

Fax.   －  －    

勤 

務 

先 
事業所名  Tel.   －  －    

所 在 地 

〒   － 

 

 

Fax.   －  －    

従業員数       人 

事業内容  

役 職 名  
実務経験年数  年  か月 

仕事内容  

メールアドレス  

注）用紙はコピーし使用してください。                         （Ａ４） 

受講申込書にご記入いただいた個人情報は、能力開発セミナーの受講に関する事務処理及び個人を特定しない統計処

理、能力開発セミナーのご案内等に利用させていただきます。 

 



対 象 者 
Excelの基本的な操作ができる方 
（Ⅰ・Ⅱは基本セットですが、両方受けるのが難しい方はご相談下さい） 

日 時 
基礎Ⅰ 令和２年９月１０日（木）～令和２年９月１１日（金）    ２日間   
基礎Ⅱ 令和２年１０月１３日（火）～令和２年１０月１４日（水）  ２日間 
    ９時～１６時 （昼休み12時～13時） 

実 施 場 所 久慈高等職業訓練校（久慈市川崎町１７番５号） 

定 員 各１０名 

受 講 料 
無料 
※ただしセミナーで使用するテキスト代・実習用教材等の実費は自己負担 

締 切 日 
基礎Ⅰ 令和２年８月２１日（金） 
基礎Ⅱ 令和２年９月２３日（水） 

受 講 申 込 

受講申込書に必要事項を記入し、二戸高等技術専門校に提出してくださ
い。 
受講の可否は、受付期間終了後、ＦＡＸ又は電話でお知らせします。 
修了者には能力開発促進法に基づき修了証書を交付します。あらかじめ
ご了承ください。 
 

岩手県立二戸高等技術専門校 
https://www.pref.iwate.jp/sangyoukoyou/koyouroudou/shisetsu/ninohe/index.html 

TEL 0195-23-2227 FAX 0195-23-9081 

初心者でも安心♪ 

＼ 基礎から学べる ／ 



FAX 0195-23-9081 

受 講 申 込 書 

令和  年  月  日  

 岩手県立二戸高等技術専門校長 様 

 

研修担当 者 

(e-mailアドレス)               

※申し込むコースに係る事業所での連絡担当者のご氏名（必須） 

 と e-mailアドレス（適宜）を記入してください。 

 下記のコースを受講したいので申し込みます。 

記 

コ ー ス 名 
二戸地区・久慈地区 

№       コース名                   

実 施 日 程 令和  年  月  日～令和  年  月  日（  日間） 

( ふ り が な ) 

氏 名 

 性 

別 
男  女 

 

生 年 月 日 昭和・平成   年   月   日生（満   歳） 

現 住 所 

〒   － 

 

 

Tel.   －  －    

Fax.   －  －    

勤 

務 

先 
事業所名  Tel.   －  －    

所 在 地 

〒   － 

 

 

Fax.   －  －    

従業員数       人 

事業内容  

役 職 名  
実務経験年数  年  か月 

仕事内容  

メールアドレス  

注）用紙はコピーし使用してください。                         （Ａ４） 

受講申込書にご記入いただいた個人情報は、能力開発セミナーの受講に関する事務処理及び個人を特定しない統計処

理、能力開発セミナーのご案内等に利用させていただきます。 

 



ビジネスマナー・接客セミナー 

ビジネスマナーの重要性、ビジネスマナーと顧客満足、言葉
遣い・電話対応・訪問のマナー・接客対応のポイント、ク
レーム対応他について学びます。 

本当の 

ビジネスで必要な 

コミュニケーション
スキル 

が身につく！！ 

研修内容 

実施場所 

受 講 料 

締 切 日 

そ の 他 

令和2年11月5日（木）～11月6日（金） ２日間 

９時～１６時 （昼休み１２時～１３時） 

久慈高等職業訓練校 

（久慈市川崎町１７番５号 TEL：0194-52-3343）        

ビジネスマナー・接客スキルの向上を目指す方 

無料 （ただしテキスト等の実費負担の場合あり） 

令和2年10月16日（金） 

コース№6 

受講の可否は、受付期間終了後、ＦＡＸ又は電話でお知らせ 

いたします。 

修了者には能力開発促進法に基づき修了証書を交付します。 

申込者数により中止にする場合がありますので、あらかじめ
ご了承ください 

申込 
問い合わせ先 

岩手県立二戸高等技術専門校 
二戸市石切所字上野々９２－１ 

TEL:0195-32-2227 FAX:0195-23-9081 

好印象で 
愛され社員に 
なろう♪ 

講 師 株式会社ａｉびじねす 代表取締役 中村 夢美子 先生  

日 時 

対 象 者 

定 員 20名 



FAX 0195-23-9081 

受 講 申 込 書 

令和  年  月  日  

 岩手県立二戸高等技術専門校長 様 

 

研修担当 者 

(e-mailアドレス)               

※申し込むコースに係る事業所での連絡担当者のご氏名（必須） 

 と e-mailアドレス（適宜）を記入してください。 

 下記のコースを受講したいので申し込みます。 

記 

コ ー ス 名 
二戸地区・久慈地区 

№       コース名                   

実 施 日 程 令和  年  月  日～令和  年  月  日（  日間） 

( ふ り が な ) 

氏 名 

 性 

別 
男  女 

 

生 年 月 日 昭和・平成   年   月   日生（満   歳） 

現 住 所 

〒   － 

 

 

Tel.   －  －    

Fax.   －  －    

勤 

務 

先 
事業所名  Tel.   －  －    

所 在 地 

〒   － 

 

 

Fax.   －  －    

従業員数       人 

事業内容  

役 職 名  
実務経験年数  年  か月 

仕事内容  

メールアドレス  

注）用紙はコピーし使用してください。                         （Ａ４） 

受講申込書にご記入いただいた個人情報は、能力開発セミナーの受講に関する事務処理及び個人を特定しない統計処

理、能力開発セミナーのご案内等に利用させていただきます。 

 



令和２年9月 行  事  予  定  表

日 曜 行　　　　　事 時間 場所 会場 県出席者 担当課等
連絡先
（0194）

5 土
ＪＲ盛岡硬式野球部、町スポーツ少年団野
球交流会

13：00～ 洋野町 オーシャン・ビュー・スタジアム 洋野町役場企画課 65-5912

8 火
【定例】市日（３と８のつく日）
※要問い合わせ

8:00頃～ 久慈市 市日通り 久慈市観光交流課 52-2123

13 日
【定例】市日（３と８のつく日）
※要問い合わせ

8:00頃～ 久慈市 市日通り 久慈市観光交流課 52-2123

18 金
【定例】市日（３と８のつく日）
※要問い合わせ

8:00頃～ 久慈市 市日通り 久慈市観光交流課 52-2123

23 水
【定例】市日（３と８のつく日）
※要問い合わせ

8:00頃～ 久慈市 市日通り 久慈市観光交流課 52-2123

28 火
【定例】市日（３と８のつく日）
※要問い合わせ

8:00頃～ 久慈市 市日通り 久慈市観光交流課 52-2123

令和２年10月上旬

日 曜 行　　　　　事 時間 場所 会場 県出席者 担当課等
連絡先
（0194）

3 土
【定例】市日（３と８のつく日）
※要問い合わせ

8:00頃～ 久慈市 市日通り 久慈市観光交流課 52-2123

8 木
【定例】市日（３と８のつく日）
※要問い合わせ

8:00頃～ 久慈市 市日通り 久慈市観光交流課 52-2123

13 火
【定例】市日（３と８のつく日）
※要問い合わせ

8:00頃～ 久慈市 市日通り 久慈市観光交流課 52-2123

◎局長出席　　　☆技監（保健所長）出席　　○部・室長等出席


